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返

平塚市史に掲載　渡辺範夫さん撮影

住民と関わりの深い寺院、神社から地域の歴

史を探るため、 「平塚市史」第1 3巻上・別編

「神社」が、昨年4月に刊行されました。その

中に昭和3 4年2月に撮影された渡辺範夫さん

の写真が掲載されています。写真は上平塚(現

中里)から富士山と八雲神社を望む。

晴
i
闘
闘
閏

ト
の
神
と
し
て
の
愛
、
人
間
の
　
多
く
の
人
の
共
感
を
受
け
る
ー
が
、

弱
き
を
認
め
た
上
で
の
優
し
く
一
方
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
ば
厳

見
つ
め
る
無
力
な
キ
リ
ス
ト
は
　
し
い
非
難
を
受
け
ま
す
。

遠
巌
周
作
に
送
っ
た
涙
坊
や
の
量
語

信
手
紙
は
私
の
宝
物

令
和
元
年
十
一
月
十
九
日
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
平
塚
M
A
C
の

学
習
会
「
会
員
と
共
に
学
ぶ
」
が
、
二
十
九
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
第

一
部
に
及
川
慎
也
さ
ん
か
ら
「
私
の
中
の
遠
藤
周
作
」
の
語
演
が
あ
り
、
第
二
部
で
は
近

藤
正
志
さ
ん
、
居
石
鎚
二
さ
ん
、
江
藤
史
雄
さ
ん
、
三
名
の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
を
担
当
さ
れ
た
村
松
一
男
さ
ん
に
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㊧
e
⑫
講
演

れ
、
平
成
八
年
七
十
三
歳
で
逝

去
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
周
作
は
大
正
十
二
年
生
　
昭
和
四
十
一
年
代
表
作
「
沈

=

○

○

-

○

○

●

〃

=

〃

=

○

○

.

〃

=

〃

=

1

こ

-

-

.

〃

=

t

一

.

○

○

〇

〇

〇

-

○

○

-

置

=

t

=

〇

三

〇

=

"

こ

-

=

-

.

-

●

=

〇

一

●

1

こ

1

.

-

重

一

-

〇

二

,

-

●

’

こ

"

二

〇

こ

黙
」
を
発
表
、
こ
れ
は
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
の
江
戸
時
代
の
長
崎

が
舞
台
の
小
説
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ロ
ド

リ
ゴ
ば
、
信
者
キ
チ
ジ
ロ
1
の

密
告
で
捕
ら
わ
れ
る
。
拷
問
を

受
け
て
踏
絵
を
踏
む
よ
う
迫
ら

れ
、
葛
藤
す
る
ロ
ド
リ
ゴ
の
前

に
キ
リ
ス
ト
が
語
り
か
け
る
。

「
踏
む
が
よ
い
、
私
は
お
前
達

に
踏
ま
れ
る
た
め
に
、
こ
の
世

に
来
た
の
だ
か
ら
」
と
あ
り
ま

す。
弱
い
者
に
寄
り
添
い
救
う
の

が
　
「
神
」
　
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
遠
藤
氏
の
宗
教
観
が
表
れ

て
い
ま
す
。
人
を
許
す
キ
リ
ス

学
生
の
頃
、
学
園
紛
争
が
激

化
し
、
授
業
も
長
ら
く
中
断
し

て
い
ま
し
た
。
卒
業
す
る
た
め

に
は
卒
業
論
文
を
書
い
て
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
仕
方
な
く
読
ん
で
、
強
い

印
象
を
受
け
て
い
た
「
沈
黙
」

の
感
想
文
の
よ
う
な
も
の
を
書

い
て
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
頃

自
分
が
抱
え
て
い
た
劣
等
感
、

挫
折
感
み
た
い
な
も
の
と
重
な

り
合
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

卒
論
を
書
い
た
頃
の
思
い
出

は
、
資
料
集
め
に
図
書
館
な
ど

を
駆
け
巡
っ
て
苦
労
し
ま
し
た
。

遠
藤
周
作
自
身
の
身
の
上
な
ど

が
ど
う
し
て
も
解
ら
ず
、
直
接

電
話
を
し
て
遠
藤
氏
か
ら
た
し

な
め
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
上
大

岡
の
教
会
で
の
詩
演
に
駆
け
つ

け
、
一
番
前
の
席
で
拝
聴
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

遠
藤
氏
の
影
響
を
強
く
受
け

て
書
い
た
童
話
を
遠
藤
氏
に
送

っ
た
ら
、
返
信
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
手
紙
は
私
の
宝
物
で
す
。

最
後
に
及
川
さ
ん
が
「
涙
坊

や
の
童
話
」
を
十
分
間
に
わ
た

っ
て
朗
読
し
て
講
演
は
終
わ
り

ま
し
た
。

㊧
e
⑫
会
員
の
紹
介

近
藤
正
志
さ
ん
、
居
石
鋭
二
さ
ん
、
江
藤
史
雄
さ
ん
の
三

人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
座
談
会
の
予
定
で
し
た
が
、
時
間
の
都

合
で
各
人
の
自
己
紹
介
を
中
心
に
行
な
い
ま
し
た
。
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

固
函
醒
園
屈

①
非
常
勅
語
師
(
東
京
電
機
大

学
先
端
機
械
工
学
科
)
　
に
定

年
退
職
後
な
っ
た
。

②
十
年
前
か
ら
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
な
ど
の
高
山
性
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
に
興
味
を
持
ち
、
特
殊

素
焼
鉢
を
開
発
。
(
特
許
、

実
用
新
案
、
意
匠
登
録
、
な

ど
四
件
)

③
二
〇
一
四
年
「
平
塚
フ
レ
ッ

シ
ュ
ビ
ジ
ネ
ス
」
認
定
事
業

計
画
第
一
号
に
認
定
。

④
二
〇
二
ハ
年
中
央
公
民
館
の

市
民
大
学
講
座
「
人
生
が
二

倍
輝
く
生
き
方
の
す
ず
め
」

で
話
師
。

固
園
閲
星
田
剛

①
名
字
を
小
学
校
の
先
生
が
読

め
な
い
。
営
業
で
初
対
面
の

人
と
も
名
字
の
話
し
か
ら
始

ま
り
、
相
手
は
こ
ち
ら
を
直

ぐ
に
覚
え
て
く
れ
る
。

②
入
会
動
機
は
加
藤
修
三
さ
ん

の
紹
介
で
、
大
会
前
か
ら
ア

ヒ
ル
の
会
に
参
加
し
て
い
る
。

③
中
学
で
は
陸
上
部
、
中
距
離

が
得
意
だ
っ
た
。
高
校
で
は

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に

在籍。

④
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
。

園
闇
開
間
隔

①
M
A
C
入
会
し
て
ア
ヒ
ル
の

会
、
囲
碁
を
楽
し
む
会
に
参

加
、
学
習
会
世
話
人
、
飛
翔

の
編
集
員
を
務
め
て
い
る
。

②
バ
ラ
に
興
味
が
あ
り
今
育
て

て
い
る
。

⑧
平
塚
囲
碁
初
心
者
静
座
に
参

加
し
て
い
る
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
い
る
。


